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1. はじめに 

1.1. 本ホワイトペーパーについて 

本ホワイトペーパー（以下、本書）は、 ISMS クラウドセキュリティ認証規格であるＪＩＳ  Ｑ 27017：2016

（ISO/IEC 27017：2015）で求められている要求事項の中で、特に利用者様（以下、ユーザー。下記参照）に

向けて情報開示が求められている事項について、relate 株式会社（以下、当社）が提供するクラウドサービス

（以下、本サービス）における当社の情報セキュリティへの取り組みを確認して頂くことを目的としています。 

 

また、本書の本文中に登場する人格などについては、下記のように表記いたします。 

・ ユーザー：別紙利用規約に基づいて本サービスの利用者として登録がなされた個人、団体または法人 

・ 組織：ユーザーが所属するグループの総称 

・ 管理者：組織を管理している、管理者権限のあるユーザー 

・ 一般ユーザー：管理者以外のユーザー 

 

1.2. 本書の適用範囲について 

当社が提供する、FFS理論を用いた組織・チームの活性化支援クラウドサービス 「relate cloud」が、本書の 

適用範囲です。 

 

1.3. FFS（Five Factors & Stress）理論について 

FFS理論は、「ストレスと性格」の研究において開発されたものです。ストレッサー（ストレスの要因となるもの） 

の違いにより思考行動の違いを捉える FFS理論では、人の思考行動特性を 5因子とストレス値で定量化 

します。 

個性の可視化にとどまらず、ストレス値を測ることで、その人の潜在的な強みがポジティブに発揮されているか 

否かを検証できる点が、FFS理論の大きな特徴です。 さらに、人と人の関係性をデータにより把握することで、 

チームとしての意思決定傾向やコミュニケーションの改善方法が分かります。 

※ FFS理論は組織心理学者・教育学博士、経済学博士である小林惠智（こばやし けいち）博士に 

より開発された理論です。 

※ 当社は、FFS理論の排他的使用権を持つ株式会社ヒューマンロジック研究所のグループ企業です。 

 

1.4. JIS Ｑ 27017：2016（ISO/IEC 27017：2015）について 

ＪＩＳ Ｑ 27017：2016（ISO/IEC 27017：2015）は、クラウドサービスの提供及び利用に適用できる情報セキュリ

ティ管理策の為の指針を示した国際的な第三者認証規格です。クラウドサービスに関する情報セキュリティ管

理策の実践の規範として、ＪＩＳ Ｑ 27017：2016（ISO/IEC 27017：2015）認証の維持・向上により、安全かつ

安定したクラウドサービスの提供を実現して参ります。 

 

1.5. 本書で使用する管理策の表記について 

本書は、JIS Ｑ 27017：2016（ISO/IEC 27017：2015）で記されている管理策については、改変せずに使用し

ております。 
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2. 本サービスの管理策への取り組み 

当社が提供する本サービスにおけるＪＩＳ Ｑ 27017：2016（ISO/IEC 27017：2015）の定める管理策への取り組みは

以下の通りです。 

 

 

2.1. A.5.1.1 情報セキュリティのための方針群 

本サービスは、当社が定めた「情報セキュリティ基本方針」に従い、情報セキュリティに関して最も重

要な事項として取り扱い、ユーザーの情報資産（ユーザーが保存されるデータ）を情報セキュリティ上

の脅威から保護する為の施策を講じ、機能的でセキュアなサービスの提供・運営を目指しています。 

また、当社がサービス提供の為に利用するクラウドサービスに関しては、当社のセキュリティ要求事項

を満たしている事を検証し、安全なクラウドコンピューティング環境を実現しています。 

 

2.2. A.6.1.1 情報セキュリティの役割及び責任 

本サービスは、管理範囲における情報セキュリティの役割及び責任について図 1に示すように定め、サ

ービスの提供・運営を行います。 

 

図 1.本サービスの責任分界点 
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2.3. A.6.1.3 関係当局との連絡 

当社の所在地など会社概要に関しては、当社ウェブサイトにてご確認下さい。 

「https://relate-inc.co.jp/」 

また、本サービスにて保存されるデータの所在地は、日本国内のデータセンターです。 

 

2.4. CLD.6.3.1 クラウドコンピューティング環境における役割及び責任の共有及び分担 

本サービスは、サービスの提供関係における役割と責任について利用規約に定めサービスの提供・運営

を行います。 

また、本サービスの責任分界点に関しては、上記「2.2. A.6.1.1 情報セキュリティの役割及び責任」 

をご参照ください。 

 

2.5. A.7.2.2 情報セキュリティの意識向上、教育及び訓練 

本サービスに携わる当社サービス運営担当者に対し、教育・訓練の計画を策定し実施しております。 

また、実施結果に基づき理解度を評価し、必要に応じて再教育・再訓練を行い、情報セキュリティに関

する更なる理解向上に努めております。 

 

2.6. A.8.1.1 資産目録 

本サービスでは、ユーザーの情報資産（ユーザーが保存されるデータ）と当社がサービスを運営する為

の情報を、明確に分離しています。 

なお、ユーザーの情報資産に関しては、ユーザーの管理範囲となります。 

 

2.7. CLD.8.1.5 クラウドサービスカスタマの資産の除去 

ユーザーの情報資産（ユーザーが保存されるデータ）は、ご利用が終了後、速やかに廃棄いたします。

ただし、ユーザーの情報資産を含まない、ログなどの当社が本サービス運営に必要であると判断した情

報は対象外といたします。 

 

2.8. A.8.2.2 情報のラベル付け 

本サービスでは、サービスコードにてユーザーごとの識別及びユーザーの情報資産（ユーザーが保存さ

れるデータ）を分類しています。 

 

2.9. A.9.2.1 利用者登録及び登録削除 

本サービスでは、管理者が一般ユーザーのアカウントの登録・削除を行うためのユーザーインターフェ

ース（管理画面）と機能を提供しております。 

 

2.10. A.9.2.2 利用者アクセスの提供（プロビジョニング） 

本サービスは、管理者が管理画面より一般ユーザーに対するアクセス権の設定を行うことが出来ます。

なお、ユーザー側で作成されたサービスへのアクセス権に関しては、ユーザーの定めた規定により運用

して頂くこととなります。 
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2.11. A.9.2.3 特権的アクセス権の管理 

本サービスでは、システムに対する特権的なアクセス権については当社が保有し、管理者には一般ユー

ザーの管理に必要な権限のみを付与しております。 

 

2.12. A.9.2.4 利用者の秘密認証情報の管理 

本サービスは、ユーザーが利用できる認証機能について利用マニュアルなどに定め提供いたします。 

 

2.13. A.9.4.1 情報へのアクセス制限 

本サービスは、管理者による一般ユーザーのアクセス権の設定を行うことができます。 

 

2.14. A.9.4.4 特権的なユーティリティプログラムの使用 

本サービスでは、特権的ユーティリティプログラム及び特権的ユーティリティプログラムを利用する当

社サービス運営担当者を制限し、定期的なレビューを実施しております。 

また、ユーザーに対して、特権的ユーティリティプログラムは提供しておりません。 

 

2.15. CLD.9.5.1 仮想コンピューティング環境における分離 

本サービスでは、ユーザーが別のユーザーのデータを閲覧する事が出来ない様、また当社サービス運営

担当者がユーザーのデータを必要な場合を除き閲覧する事が出来ない様に適切に分離しております。 

 

2.16. CLD.9.5.2 仮想マシンの要塞化 

本サービスでは、サービス提供に必要なポート、プロトコルのみを提供しております。 

 

2.17. A.10.1.1 暗号による管理策の利用方針 

本サービスの暗号による管理策は、以下の通りです。 

 ・HTTPSによるインターネット通信の暗号化 

・データベース及びクラウドストレージに保存されるデータの暗号化 

 

2.18. A.11.2.7 装置のセキュリティを保った処分又は再利用 

本サービスでは、装置の処分及び再利用に関しては、ピアクラウドサービスプロバイダ（当社がサービ

ス提供の為に利用するクラウドサービス提供事業者）の責任範囲であり、適切なプロセスで対応するこ

とに関する取り決めがあることを確認しております。 

 

2.19. A.12.1.2 変更管理 

本サービスは、サービス内容を変更する場合、影響のあるユーザーに対し変更内容を管理画面上にてご

連絡いたします。またメンテナンスを実施する際、ユーザーに影響がある場合においても同様にご連絡

いたします。 
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2.20. A.12.1.3 容量・能力の管理 

本サービスでは、安定的にサービスを提供する為、日々の稼働監視を実施しています。 

また、監視・分析の結果、必要と判断された場合、適切なタイミングにてシステムメンテナンスを実施

いたします。 

 

2.21. CLD.12.1.5 実務管理者の運用のセキュリティ 

本サービスでは、サービスの利用に必要な操作手順をマニュアルなどのドキュメントとして提供してい

ます。 

 

2.22. A.12.3.1 情報のバックアップ 

本サービスでは、システムのバックアップを適切に取得・保持しております。 

なお、ユーザーからのバックアップデータの復元などに関するご要望には対応しておりません。 

 

2.23. A.12.4.1 イベントログ取得 

本サービスでは、サービスの維持・管理に必要な範囲にて、適切なログを取得しています。 

また、管理者へ一般ユーザーのサービス利用に関わるログの確認機能を提供しています。 

 

2.24. A.12.4.3 実務管理者及び運用担当者の作業ログ 

本サービスでは、サービス提供に関わる作業及び結果を記録し、定期的なレビューを実施しています。 

 

2.25. A.12.4.4 クロックの同期 

本サービスでは、サービス提供に必要なシステムのクロック同期を、NTP技術を用いて実施しています。 

 

2.26. CLD.12.4.5 クラウドサービスの監視 

本サービスでは、サービス提供に必要なシステム及びログの監視を行っています。 

また、管理者が一般ユーザーの利用状況を確認する機能を提供しています。 

 

2.27. A.12.6.1 技術的脆弱性の管理 

本サービスでは、脆弱性情報を収集し、収集した情報を元にサービスへの影響を評価し、当社の責任範

囲において影響がある場合には速やかに対応いたします。 

 

2.28. A.13.1.3 ネットワークの分離 

本サービスでは、ユーザーが別のユーザーのデータを閲覧する事が出来ない様、また当社サービス運営

担当者がユーザーのデータを必要な場合を除き閲覧する事が出来ない様に適切に分離しております。 

 

2.29. CLD.13.1.4 仮想及び物理ネットワークのセキュリティ管理の整合 

本サービスでは、物理ネットワークと仮想ネットワークの間で整合が取れなくなる様な変更作業が行え

ない様に、ネットワークセキュリティを管理しています。 



 

9/10 

                                                     Copyright © 2024 relate inc. 

 

 

2.30. A.14.1.1 情報セキュリティ要求事項の分析及び仕様化 

本サービスで使用している主なセキュリティ機能は、以下の通りです。 

 ・HTTPSによるインターネット通信の暗号化 

・データベース及びクラウドストレージに保存されるデータの暗号化  

・ピアクラウドサービスプロバイダによる攻撃の検知と監視 

 

2.31. A.14.2.1 セキュリティに配慮した開発のための方針 

本サービスは、当社で定めた「情報セキュリティ基本方針」に従ったセキュリティに配慮した開発を行

っています。また、開発を外部に委託する際も、これに準じた契約のもと開発が行われます。 

 

2.32. A.15.1.2 供給者との合意におけるセキュリティの取扱い 

本サービスでは、サービスの提供環境における役割及び責任について利用規約に定め、サービスを提供

いたします。本サービスの責任分界点に関しては、上記「2.2. A.6.1.1 情報セキュリティの役割及び

責任」をご参照ください。 

また、セキュリティ対策に関しても「図 1.本サービスの責任分界点」に記載する当社の責任範囲におい

て、必要なセキュリティ対策を実施しています。 

 

2.33. A.15.1.3 ICT サプライチェーン 

本サービスでは、ピアクラウドサービスプロバイダ（当社がサービス提供の為に利用するクラウドサー

ビス提供事業者）に対して当社の情報セキュリティ方針を示し、それを達成するためのリスクマネジメ

ント活動の実施を要求するよう定めています。 

 

2.34. A.16.1.1 責任及び手順 

本サービスでは、当社が確認したセキュリティインシデントがユーザーに重大な影響を及ぼす場合、速

やかに管理画面上にて通知いたします。 

また、ユーザーからのセキュリティインシデントに関するご報告・お問い合わせは、メールにてお受け

いたします。 

 

2.35. A.16.1.2 情報セキュリティ事象の報告 

本サービスでは、ユーザーの責任の範囲で発生したインシデントに関しては、メールにてご報告を頂き、

当社のインシデント対応フローに従って対応いたします。 

また、当社原因のインシデントに関しての報告は、管理画面上にて掲載し、ユーザーがインシデントを

追跡できるようにしております。 

 

2.36. A.16.1.7 証拠の収集 

本サービスの利用に関して、法令または裁判所等の命令に基づき開示が義務付けられた情報は、ユーザ

ーの同意なく当該機関に開示する事があります。 
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2.37. A.18.1.1 適用法令及び契約上の要求事項の特定 

本サービスの利用に関して、適用される準拠法は日本国の法令です。 

 

2.38. A.18.1.2 知的財産権 

本サービスをご利用いただく上での知的財産権に関わるご相談は、メールにてお問い合わせ下さい。 

 

2.39. A.18.1.3 記録の保護 

本サービスは、ユーザーのサービス利用に関連する情報に関しては、重要な記録であると区分をすると

ともに、適切な保護を実施いたします。 

 

2.40. A.18.1.5 暗号化機能に対する規制 

本サービスにおいて、輸出規制の対象となる暗号化の利用はありません。 

 

2.41. A.18.2.1 情報セキュリティの独立したレビュー 

当社は、ＪＩＳ Ｑ 27017：2016（ISO/IEC 27017：2015）について認定審査機関による審査を受審し、認証取得の状 

況を当社ウェブサイトにて公開しています。 

 

 

3. 改訂履歴 

・第 1版：2024年 4月 1日 初版発行 


